
間仕切り壁
PB12mm AEP

床
システム防振床の上
フローリング　t=15

手すり面材:溶接金網

プライマーの上SOP 
溶融亜鉛めっき、

水切り：スチール製曲げ加工

笠木：St PL6t SOP 

水切り：スチール製曲げ加工 水切り：スチール製曲げ加工

笠木：St PL6t SOP 
 

シート防水 
野地板：耐水合板12+12

外壁：ノイラックスパネル
(日鉄住金鋼板株式会社）

テラス外壁：ノイラックスパネル
(日鉄住金鋼板株式会社）

外壁：ノイラックスパネル
(日鉄住金鋼板株式会社）

外壁：ノイラックスパネル
(日鉄住金鋼板株式会社）

天井 
PB15mm+21mm AEP 

住戸 D
主寝室

柱：ベイマツ集成材180角
耐火被覆：PB15mm+15mmの上、
発泡黒鉛シート貼り

手すり面材:溶接金網
溶融亜鉛めっき、プライマーの上SOP
 

天井 
PB15mm+21mm AEP 

鋼製カーテンウォール
複層ガラスFL6+A12+PG6.8

住戸 C
主室

柱：ベイマツ集成材180角
耐火被覆：PB15mm+15mmの上、
発泡黒鉛シート貼り

床
システム防振床の上
フローリング　t=15

木製格子
ベイマツ 60ｘ75

木製格子
ベイマツ 60ｘ75

水切り：スチール製曲げ加工

軒天
ケイカル板 t=10 AEP
 

階段外壁 杉 t=15
（木造１時間耐火仕様認定品）
 

手すり：イペ材

階段踏板　マサランデューバ t=30

St H-100x100x6x8 
溶融亜鉛メッキ下地 SOP　
 

屋外階段 軒天
ケイカル板 t=10 AEP

 

住戸入口 手すり：イペ材 手すり面材:溶接金網
溶融亜鉛めっき、プライマーの上SOP

天井 
PB15mm+21mm AEP 

木製格子
ベイマツ 60ｘ75

柱：ベイマツ集成材180角
耐火被覆：PB15mm+15mmの上、

発泡黒鉛シート貼り
床
システム防振床の上
フローリング　t=15

住戸 B
寝室

水切り：スチール製曲げ加工

木製格子
ベイマツ 60ｘ75

天井 
PB15mm+21mm AEP 

住戸 A
寝室

貸店舗

柱：ベイマツ集成材180角
耐火被覆：PB15mm+15mmの上、
発泡黒鉛シート貼り

床
システム防振床の上
フローリング　t=15

水切り：スチール製曲げ加工

手すり：イペ材

   木造
（１時間耐火）

     RC造
（２時間耐火）

テラス

砂利敷き

クラシャラン　t=100

スタイロフォーム　t=25
捨てコンクリート　t=50
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断面図　S=1/80
4 階平面図

2階平面図
3階平面図

5階平面図

配置図（1階平面図）　S=1/250

東京世田谷区の準防火地域に建つ、5 階建ての木造集合住宅である。

「く」の字型の小さな敷地は、交通量の多い幹線道路と静かな区道に面してい

る。境界線一杯に建つ 3 階建住宅に両側を挟まれながらも、街路樹や隣家の

緑豊かな庭という “借景” に恵まれ、南に広がる住宅地の屋根の向こうには

高架を走る電車が見える。敷地を取り巻くこれらの環境を住まう人々が共有

できるよう、ボリューム外周にぐるりと彫り込んだ共用階段で各階住戸を繋

ぐ形式とした。その結果生まれた二つの玄関を持つ住戸平面や都市に開かれ

たコモンスペースが、各戸の住まい方のみならず、住人同士の関係性にも変

化をもたらしてくれることを期待している。

5 階建ての建物では 1 階部分は 2 時間、2 階～ 5 階は 1

時間の耐火性能が要求される。そこで 1 階は RC 造、2

階～ 5 階を耐火木造とした。木造部は 120 ミリ厚の杉集

成材を繊維方向を直交させて重ねた厚さ 240 ミリのマッ

シブホルツスラブの床を集成材の柱で支える、フラット

スラブ構造で、EV シャフトまわりの耐力壁と建物外周の

斜め格子が水平抵抗要素として働く。

火災時の崩壊防止を担う部材（柱・床・屋根・壁）と地

震時の水平力に抵抗する部材（斜め格子）を明確に分け、

柱・床・屋根・壁を被覆し万が一焼失しても建物の崩壊

につながらない斜め格子を無被覆として、木に触れるこ

とのできる耐火木造を実現した。木の斜め格子が、鉄と

コンクリートの街並みに豊かな表情をもたらしている。

下馬の集合住宅

主室

ダイニング

主室

ダイニング

主室
ダイニング

テラス

テラス

駒沢通り

主室
ダイニング

主寝室

主寝室

主寝室

主寝室

テラス

テラス

[ 木をあらわしにした被覆型の耐火木造 ]

EV

EVEV

EV

店舗

エントランス

１戸建て住戸

１戸建て住戸

３階建て集合住宅

区道

立面図　S=1/250

北立面図（駒沢通り側） 西立面図 A 西立面図 B 南立面図（区道側）

道路の延長としての屋外階段、外壁は杉羽目板

主室・ダイニング・キッチン主室・ダイニング・キッチン 集合住宅エントランス

隣家からみる。


